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ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等

p1 〔４段落目〕 （事務局修正）

p2 〔３段落目〕 （事務局修正）

p2 〔３段落目〕 （事務局修正）

p3 〔１段落目〕 （事務局修正）

p3 〔２段落目〕 （事務局修正）

p3 〔３段落目〕 （事務局修正）

　平成元年の…、洪水調節、流水の正常な機能の維持および水道
用水の供給を目的とした三瓶ダムの建設に着手し、平成9年に完
成している。

　平成元年の…、洪水調節、流水の正常な機能の維持および水道
用水の供給を目的とした三瓶ダムの建設に着手し、平成8年に完
成している。

　銀山川合流点付近から三瓶川合流点付近までの下流域は、水田
の広がる平野部を流下し、流れの緩やかな平瀬区間が続く。河床
は砂～礫が主体であり、緩流部には泥の堆積も見られる。堤防法
面にはシャクやイタドリ、カナムグラなどが生育し、寄州上には
ヨシやツルヨシ群落が形成されている。河原にはハクセキレイや
イソシギなどが生息するほか、ヨシ原ではカヤネズミの営巣も見
られる。また、水域にはコカナダモ群落やエビモ群落が点在し、
コイやフナ類、タモロコなどの緩やかな流れを好む種が多く生息
しているほか、天然アユの遡上も確認されている。アユの産卵場
としては三瓶川合流点から八日市橋付近までの瀬が考えられる。

　銀山川合流点付近から三瓶川合流点付近までの下流域は、水田
の広がる平野部を流下し、流れの緩やかな平瀬区間が続く。河床
は砂～礫が主体であり、緩流部には泥の堆積も見られる。コンク
リート護岸の法肩部にはシャクやイタドリなどが生育し、寄り洲
上にはヨシやツルヨシ群落が形成されている。河原にはハクセキ
レイなどが生息するほか、ヨシ原ではカヤネズミの営巣も見られ
る。また、水域にはコイやフナ類、タモロコなどの緩やかな流れ
を好む種が多く生息しており、天然アユの遡上も確認されてい
る。アユの産卵場としては三瓶川合流点から八日市橋付近までの
瀬が考えられる。

・秋季調査を反映

・秋季調査を反映

・秋季調査を反映（キアシシギは調査における個
体数が少ないことから記載を削除）

・「寄り州」、「寄洲」等の表現が混在していたた
め、「寄州」に統一
（以降の表現についても同様）

①流域の概要
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　静間川の源流から忍原川合流点付近までの上流域は、自然河岸
が多く残り、山間部を蛇行しながら流下し、渓流の様相を呈す。
河床材料は、礫や玉石が主体である。周辺山地にはコナラ群落や
アカマツ群落などの二次林やスギ・ヒノキ植林が広がり、水際に
はツルヨシやナルコスゲなどが生育し、ツリフネソウやナガミノ
ツルキケマンなども見られる。山地にはサシバやオオルリ、水辺
にはキセキレイやカワガラスなどが生息する。また、水域にはタ
カハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、清流を好むカジカガエル
やサワガニ、クロヒゲカワゲラも見られる。

　忍原川合流点付近から銀山川合流点付近までの中流域は、両岸
に耕地が開け、早瀬と平瀬が交互に現れ、水衝部には淵が形成さ
れている。河床は礫が主体であり、所々に岩盤の露出も見られる
が、緩流部には砂の堆積が目立つ。発達した寄り洲にはツルヨシ
群落やセイタカヨシ群落が形成され、アカメヤナギやオニグルミ
などの木本類が点在する。河原や浅瀬にはセグロセキレイやキア
シシギなどが見られるほか、カジカガエルが生息している。石や
ブロックの上ではイシガメやスッポンが甲羅干しをしている姿が
見られる。植生のある水際にはミナミヌマエビが生息しており、
ハグロトンボの生息・産卵場にも利用されている。水域にはカワ
ムツやタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、砂底を好むシマ
ドジョウも見られる。また、回遊性のモクズガニやヒラテテナガ
エビが確認されており、かつては忍原川合流点付近までアユの遡
上も見られた。

　忍原川合流点付近から銀山川合流点付近までの中流域は、両岸
に耕地が開け、早瀬と平瀬が交互に現れ、水衝部には淵が形成さ
れている。河床は礫が主体であり、所々に岩盤の露出も見られる
が、緩流部には砂の堆積が目立つ。発達した寄州にはツルヨシ群
落やセイタカヨシ群落が形成され、アカメヤナギやオニグルミな
どの木本類が点在する。河原や浅瀬にはセグロセキレイや キアシ
 シギなどが見られるほか、カジカガエルが生息しているほか、石
やブロックの上ではイシガメやスッポンが甲羅干しをしている姿
が見られる。植生のある水際にはミナミヌマエビが生息してお
り、ハグロトンボの生息・産卵場にも利用されている。水域には
カワムツやタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、砂底を好む
シマドジョウも見られる。また、回遊性のモクズガニやヒラテテ
ナガエビが確認されており、かつては忍原川合流点付近までアユ
の遡上も見られた。

　静間川の源流から忍原川合流点付近までの上流域は、自然河岸
が多く残り、山間部を蛇行しながら流下し、渓流の様相を呈す。
河床材料は、礫や玉石が主体である。周辺山地にはコナラ群落や
アカマツ群落などの二次林やスギ・ヒノキ植林が広がり、水際に
はツルヨシやナルコスゲなどが生育する。山地にはサシバやオオ
ルリ、水辺にはキセキレイやカワガラスなどが生息する。また、
水域にはタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、清流を好むカ
ジカガエルやサワガニ、クロヒゲカワゲラも見られる。

・三瓶ダムの完成年に誤りがあったため修正。

　静間川流域の気候は、日本海側気候に属し、比較的温暖である
が平地部では14～16℃であるのに対して、山間部では12～14℃と
2℃程度の温度差がある。…

　静間川流域の気候は、日本海型気候区（山陰型）に属し、比較
的温暖であるが平地部では14～16℃であるのに対して、山間部で
は12～14℃と2℃程度の温度差がある。…

・より正確な表現に修正

　また、本支川の堤防沿いには広く桜並木が植えられており、春
には花見が楽しめるほか、普段から散歩やジョギングコースなど
にも利用されている。静間川の川合地区では、毎年「かわいの川
遊び」、三瓶川合流点付近では「みーもスクール」等のイベント
が開催され、地域の人々の交流の場となっている。

　また、本支川の堤防沿いには広く桜並木が植えられており、春
には花見が楽しめるほか、普段から散歩やジョギングコースなど
にも利用されている。静間川の川合地区では、毎年「かわいの川
遊び」、三瓶川合流点付近などでは「みーもスクール」等のイベ
ントが開催され、地域の人々の交流の場となっている。

・「みーもスクール」は三瓶川合流点以外の場所
でも行われていることから表現を修正

④河川環境の現状

③河川利用の現状

②治水事業と現状

１　河川の総合的
な保全と利用に関
する基本方針

（１）流域及び
河川の概要
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p3 〔４段落目〕 （前回委員会時指摘事項）

（事務局修正）

p3 〔５～８段落目〕 （前回委員会時指摘事項）
～p4

（事務局修正）

p4 〔９、10段落目〕 （事務局修正）

p6 〔３段落目〕 （事務局修正）

　三瓶川合流点付近から河口までの感潮域は、川幅が広く、大き
く蛇行しながら緩やかに流れている。ワンドや干潟など多様な水
辺環境が見られ、寄洲上にはまとまった規模の高木ヤナギ林やヨ
シ原が形成されている。河口に発達した砂州はシロチドリの繁殖
場となっているほか、河口部の広い水面はミサゴが採餌場や、冬
季には多くのカモ類やカモメ類の休息場として利用されている。
また、ヨシ原ではオオヨシキリやオオジュリン、ヒクイナなどの
ヨシ原への依存性が高い鳥類が多く見られる。水域にはスズキや
ボラ、マハゼなどの汽水・海水魚のほか、アユやカマキリ、ヌマ
チチブなどの多くの回遊魚が生息し、サケの遡上も見られる。正
原橋付近の堤防にはウマノスズクサが生育し、ジャコウアゲハの
繁殖場となっているほか、感潮域はナゴヤサナエの羽化場となっ
ている。

　三瓶川合流点付近から河口までの感潮域は、川幅が広く、大き
く蛇行しながら緩やかに流れている。ワンドや干潟など多様な水
辺環境が見られ、寄州上にはまとまった規模の高木ヤナギ林やヨ
シ原が形成され、水際の砂泥堆積地にはタコノアシが生育してい
る。夏季にはオオカナダモ・コカナダモ群落が水域を広く覆う。
渡りの時期にシギ・チドリ類が干潟を利用するほか、河口に発達
した砂州はシロチドリの繁殖場となっている ほか、。河口部の広
い水面はミサゴが採餌場や、冬季には多くのカモ類やカモメ類の
休息場として利用されている。また、ヨシ原ではオオヨシキリや
オオジュリン、ヒクイナなどのヨシ原への依存性が高い鳥類が多
く見られる。水域にはスズキやボラ、マハゼなどの汽水・海水魚
のほか、アユやカマキリ（アユカケ）、ヌマチチブなどの多くの
回遊魚が生息し、サケの遡上も見られる。 正原橋付近の堤防法面
にはウマノスズクサが生育し、ジャコウアゲハの繁殖場となって
いるほか、感潮域はナゴヤサナエの羽化場となっている。

　静間川水系全体について、魚道の未設置や河床低下などの理由
から、横断構造物により河川の連続性が確保されていない箇所が
ある。また、外来種については、ヌートリアが流域内に広く生息
しており、本川感潮域ではミシシッピアカミミガメやウシガエ
ル、コブハクチョウなどの定着も見られる。河原や河岸部におい
ては、オオカワヂシャやオオキンケイギクなどの外来植物も広く
確認されている。
　静間川の水質については、本川全域がA類型に指定されてお
り、BOD75%値をみると、環境基準点である下流の正原橋、中流の
川合橋において環境基準(2mg/l以下)を概ね満足している。

・魚種名について、「カマキリ」は一般には伝わり
にくい。→「カマキリ（アユカケ）」に修正

・秋季調査を反映

・魚種名について、「カマキリ」は一般には伝わり
にくい。→「カマキリ（アユカケ）」に修正

・秋季調査を反映

　静間川水系全体について、魚道の未設置や河床低下などの理由
から、横断構造物により河川の連続性が確保されていない箇所が
ある。また、外来種については、ヌートリアが流域内に広く生息
しており、本川感潮域ではミシシッピアカミミガメやウシガエ
ル、コブハクチョウなどの定着も見られる。河原や河岸部におい
ては、オオカワヂシャやオオキンケイギクなどの外来植物も広く
確認されている。
　静間川の水質については、本川全域がA類型に指定されてお
り、BOD75%値をみると、環境基準点である下流の正原橋、中流の
川合橋において環境基準(2mg/l以下)を過去10ヵ年にわたり満足
している。

　三瓶川の源流から出口付近までの上流部はヤマセミの棲む渓流
環境を呈し、カワムツやタカハヤ、ヤマメ、オオヨシノボリが生
息している。また、三瓶ダムのさひめ湖にはミサゴが生息し、湖
畔にはアオサギがコロニーを形成しているほか、湖内にはブラッ
クバスの生息も確認されている。出口付近から菜洗橋付近までの
中流部は山地部から徐々に平地部へ移行し、オイカワやフナ類の
ほか、ゲンジボタルが多く生息する。菜洗橋付近から下流は市街
地を流れ、都市河川の様相を呈している。
　銀山川は上流部において世界遺産である石見銀山大森地区の歴
史的景観地を流れる。カワムツやオイカワなどが生息するほか、
下流から上流にかけて広くゲンジボタルが分布し、餌となるカワ
ニナも多い。
　忍原川は忍原峡大橋付近において岩盤の露出した渓流環境が見
られる。河床に砂が多く、砂底を好むシマドジョウなどが生息し
ている。渓流区間にはオシドリが留鳥として見られる。
　静間川感潮域に流れ込む笹川では、回遊魚のカマキリやオオヨ
シノボリの遡上が確認されている。

・「流域及び河川の概要」に掲載している過去
10ヵ年の水質データにおいて、両基準地点では
環境基準を満足していることから、表現を修正。

　三瓶川の源流から出口付近までの上流部はヤマセミの棲む渓流
環境を呈し、カワムツやタカハヤ、ヤマメ、オオヨシノボリが生
息している。また、三瓶ダムのさひめ湖にはミサゴが生息し、湖
畔にはアオサギがコロニーを形成しているほか、湖内にはブラッ
クバスの生息も確認されている。出口付近から菜洗橋付近までの
中流部は山地部から徐々に平地部へ移行し、オイカワやフナ類の
ほか、ゲンジボタルが多く生息する。菜洗橋付近から下流は市街
地を流れ、都市河川の様相を呈している。緩流部の水際湿地には
タコノアシが生育している。
　銀山川は上流部において世界遺産である石見銀山大森地区の歴
史的景観地を流れる。カワムツやオイカワなどが生息するほか、
下流から上流にかけて広くゲンジボタルが分布し、餌となるカワ
ニナも多い。
　忍原川は忍原峡大橋付近において岩盤の露出した渓流環境が見
られる。河床に砂が多く、砂底を好むシマドジョウなどが生息し
ている。渓流区間にはオシドリが留鳥として見られる。
　静間川感潮域に流れ込む笹川では、回遊魚のカマキリ（アユカ
ケ）やオオヨシノボリの遡上が確認されている。

③河川環境の整備
と保全に関する事
項

④河川環境の現状１　河川の総合的
な保全と利用に関
する基本方針

（１）流域及び
河川の概要

（２）河川の総
合的な保全と
利用に関する
基本方針

　動植物が生息・生育・繁殖する環境については、重要種を含む
多様な動植物の生活史を支える環境を確保できるよう、瀬・淵、
河畔林、ヨシ原などの良好な自然環境の保全・創出に努める。

　動植物が生息・生育・繁殖する環境については、重要種を含む
多様な動植物の生活史を支える環境を確保できるよう、瀬・淵、
河畔林、ヨシ原、水際湿地などの良好な自然環境の保全・創出に
努める。

・重要種であるタコノアシが生育する水際湿地に
ついて記載を追加
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目次

p6 〔４段落目〕 （前回委員会時指摘事項）

p6 〔５段落目〕 （事務局修正）

・魚種名について、「カマキリ」は一般には伝わり
にくい。→「カマキリ（アユカケ）」に修正

　外来種については、関係機関と連携して生息状況の把握に努め
る。

　外来種については、関係機関と連携して生息・生育状況の把握
に努める。

・より正確な表現に修正

③河川環境の整備
と保全に関する事
項

（２）河川の総
合的な保全と
利用に関する
基本方針

１　河川の総合的
な保全と利用に関
する基本方針

　特に、アユやカマキリをはじめとした回遊魚の遡上が可能とな
るよう、施設管理者と連携して河川の縦断的な連続性の確保に努
める。

　特に、アユやカマキリ（アユカケ）をはじめとした回遊魚の遡
上が可能となるよう、施設管理者と連携して河川の縦断的な連続
性の確保に努める。
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○静間川水系河川整備基本方針（原案）　流域及び河川の概要
ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等
p3 図-1.3　静間川流域の地形 （事務局修正）

p5 〔１段落目〕 （事務局修正）

p5 図-1.5　月別平均降雨量と平均気温（大田観測所：…） 図-1.5　月別平均降水量と平均気温（大田観測所：…） （事務局修正）

p5 図-1.6　年平均気温の分布（平年値：S58年～H24年） （事務局修正）

p6 図-1.7　年降水量の分布（平年値：S58年～H24年） 図-1.7　年平均降水量の分布（平年値：S58年～H24年） （事務局修正）

p9 図-2.1　静間川流域の人口 （事務局修正）2.1　人口２．流域の社会環境

・図タイトル及び凡例に「平均」が抜けていたた
め追記
・凡例のH24は統計の最終年を示しているが、
H24の平均降水量と誤解を生じる可能性がある
ため削除

・昭和45年調査以前の結果は年齢区分なしの人
口のため、昭和50年以降の「年齢不詳」の人口
と区別できるよう記載を修正

静間川水系河川整備基本方針（原案）　変更箇所一覧

目次
1.2.1　地形１．静間川流域及び

河川の概要

　流域の気候は日本海側気候に属し、夏は湿気が多く蒸し暑く、
冬は体感的に寒さを強く感じ曇天の日が多く雪の降ることもあ
る。…

　流域の気候は日本海型気候区（山陰型）に属し、夏は湿気が多
く蒸し暑く、冬は体感的に寒さを強く感じ曇天の日が多く雪の降
ることもある。…

・より正確な表現に修正

図掲載省略 図掲載省略
・記載で「降雨」と「降水」が混在していたため、
「降水」で統一

・凡例のH24は統計の最終年を示しているが、
H24の平均気温と誤解を生じる可能性があるた
め削除

・凡例に「傾斜度」と記載していたが、本図は標
高のみ示した図であるため記載を削除

1.2　地形・地質

1.3　気温・降水
量

-概・1-



○静間川水系河川整備基本方針（原案）　流域及び河川の概要
ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等

静間川水系河川整備基本方針（原案）　変更箇所一覧

目次
p9 表-2.1　静間川流域の人口 （事務局修正）

p11 〔２段落目〕 （事務局修正）

p14 図-2.3　静間川流域の主な文化財 （事務局修正）

2.1　人口

2.3.1　歴史・
文化

2.3　歴史・文
化・観光等

２．流域の社会環境
・昭和45年調査以前の結果は年齢区分なしの人
口のため、昭和50年以降の「年齢不詳」の人口
と区別できるよう記載を修正

　静間川の支川銀山川の上流域には石見銀山があり、戦国時代後
期から江戸時代前期にかけて最盛期を迎えた日本最大の銀山（現
在は閉山）である。…

　静間川の支川銀山川の上流域には石見銀山があり、戦国時代後
期から江戸時代前期にかけて最盛期を迎えた日本最大の銀山（現
在は休山）である。…

　鉱業権は今も継続（更新）されており、「休山」
が正しいため修正。

　背景に使用していた図に記載されていた都市
計画区域が現在のものと異なっていたため、都
市計画区域線が載っていない図に変更。

-概・2-



○静間川水系河川整備基本方針（原案）　流域及び河川の概要
ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等

静間川水系河川整備基本方針（原案）　変更箇所一覧

目次
p21 図-2.5　静間川流域の主な観光資源 （事務局修正）

p23 〔１段落目〕 ※２段落目の新規追加 （事務局修正）

p23 図-2.7　静間川流域の自然公園等 （事務局修正）
・大田市景観計画における地域指定の記載を追
記

2.3.2　観光

2.3.4　自然公
園等

2.3　歴史・文
化・観光等

２．流域の社会環境

　静間川流域では、…指定されている。また、支川銀山川の…登
録されている。世界遺産は…分類されている。

　静間川流域では、…指定されている。また、支川銀山川の…登
録されている。世界遺産は…分類されている。
　静間川流域の大部分を占める大田市では「大田市景観計画」を
策定しており、三瓶川上流域において「大山隠岐国立公園」を取
り囲む範囲を「自然環境保全地域」として、銀山川上流域の世界
遺産（バッファゾーン）のエリアを「石見銀山景観保全地域」と
して指定している。

・大田市景観計画における地域指定の記載を追
記

　背景に使用していた図に記載されていた都市
計画区域が現在のものと異なっていたため、都
市計画区域線が載っていない図に変更。
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○静間川水系河川整備基本方針（原案）　流域及び河川の概要
ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等

静間川水系河川整備基本方針（原案）　変更箇所一覧

目次
p27 〔２段落目〕 （事務局修正）

p27 表-3.2　治水事業の沿革 （事務局修正）

p37 〔（２）上流域〕 （事務局修正）

p37 〔（３）中流域〕 （事務局修正）

3.5　動植物の
状況

3.5.1　河川及
びその周辺
の自然環境

３．静間川水系の治
水・利水・環境の概
要

3.2　治水事業
の沿革

　静間川の源流から忍原川合流点付近までの上流域は、自然河岸
が多く残り、山間部を蛇行しながら流下し、渓流の様相を呈す。
河床材料は、礫や玉石が主体である。周辺山地にはコナラ群落や
アカマツ群落などの二次林やスギ・ヒノキ植林が広がり、水際に
はツルヨシやナルコスゲなどが生育し、ツリフネソウやナガミノ
ツルキケマンなども見られる。山地にはサシバやオオルリ、水辺
にはキセキレイやカワガワスなどが生息する。また、水域にはタ
カハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、清流を好むカジカガエル
やサワガニ、クロヒゲカワゲラも見られる。

　忍原川合流点付近から銀山川合流点付近までの中流域は、両岸
に耕地が開け、早瀬と平瀬が交互に現れ、水衝部には淵が形成さ
れている。河床は礫が主体であり、所々に岩盤の露出も見られる
が、緩流部には砂の堆積が目立つ。発達した寄り州にはツルヨシ
群落やセイタカヨシ群落が形成され、アカメヤナギやオニグルミ
などの木本類が点在する。河原や浅瀬にはセグロセキレイやキア
シシギなどが見られるほか、カジカガエルが生息している。石や
ブロックの上ではイシガメやスッポンが甲羅干しをしている姿が
見られる。植生のある水際にはミナミヌマエビが生息しており、
ハグロトンボの生息・産卵場にも利用されている。水域にはカワ
ムツやタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、砂泥底を好むシ
マドジョウも見られる。また、回遊性のモクズガニやヒラテテナ
ガエビが確認されており、かつては忍原川合流点付近までアユの
遡上も見られた。

　忍原川合流点付近から銀山川合流点付近までの中流域は、両岸
に耕地が開け、早瀬と平瀬が交互に現れ、水衝部には淵が形成さ
れている。河床は礫が主体であり、所々に岩盤の露出も見られる
が、緩流部には砂の堆積が目立つ。発達した寄州にはツルヨシ群
落やセイタカヨシ群落が形成され、アカメヤナギやオニグルミな
どの木本類が点在する。河原や浅瀬にはセグロセキレイや キアシ
 シギなどが見られるほか、カジカガエルが生息しているほか、石
やブロックの上ではイシガメやスッポンが甲羅干しをしている姿
が見られる。植生のある水際にはミナミヌマエビが生息してお
り、ハグロトンボの生息・産卵場にも利用されている。水域には
カワムツやタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、砂 泥底を好
むシマドジョウも見られる。また、回遊性のモクズガニやヒラテ
テナガエビが確認されており、かつては忍原川合流点付近までア
ユの遡上も見られた。

　平成元年の…、洪水調節、流水の正常な機能の維持および水道
用水の供給を目的とした三瓶ダムの建設に着手し、平成9年に完
成している。

　平成元年の…、洪水調節、流水の正常な機能の維持および水道
用水の供給を目的とした三瓶ダムの建設に着手し、平成8年に完
成している。

　三瓶ダムの完成年に誤りがあったため修正。

　三瓶ダムの完成年に誤りがあったため修正。

・秋季調査を反映

・秋季調査を反映（キアシシギは調査における
個体数が少ないことから記載を削除）
・シマドジョウに係る記載について「砂底」が正し
いため修正

・「寄り州」、「寄洲」等の表現が混在していたた
め、「寄州」に統一
（以降の表現についても同様）

　静間川の源流から忍原川合流点付近までの上流域は、自然河岸
が多く残り、山間部を蛇行しながら流下し、渓流の様相を呈す。
河床材料は、礫や玉石が主体である。周辺山地にはコナラ群落や
アカマツ群落などの二次林やスギ・ヒノキ植林が広がり、水際に
はツルヨシやナルコスゲなどが生育する。山地にはサシバやオオ
ルリ、水辺にはキセキレイやカワガワスなどが生息する。また、
水域にはタカハヤ、カワヨシノボリなどが生息し、清流を好むカ
ジカガエルやサワガニ、クロヒゲカワゲラも見られる。

事業名

1 静間川中小河川改修事業（三瓶川） 昭和 26 年 ～ 昭和 32 年 築堤、護岸等 L=3,230m

2 銀山川災害復旧関連事業 昭和 44 年 ～ 昭和 45 年 護岸 L=600m

3 静間川災害復旧助成事業 昭和 46 年 ～ 昭和 49 年 護岸 L=3,760m

4 笹川災害復旧関連事業 昭和 47 年 ～ 昭和 49 年 護岸 L=580m

5 静間川災害復旧関連事業（上流） 昭和 50 年 ～ 昭和 51 年 護岸 L=802m

6 静間川災害復旧関連事業（下流） 昭和 50 年 ～ 昭和 52 年 護岸 L=765m

7 三瓶川災害復旧助成事業 昭和 50 年 ～ 昭和 53 年 護岸 L=2,820m

8 忍原川局部改良事業 昭和 55 年 ～ 昭和 62 年 築堤、護岸等 L=370m

9 静間川中小河川改修事業（本川） 昭和 26 年 ～ 平成 元 年 築堤、護岸等 L=5,270m

10 三瓶川総合開発事業 昭和 59 年 ～ 平成 8 年 三瓶ダム -

11 忍原川小規模河川改修事業 昭和 63 年 ～ 平成 11 年 築堤、護岸等 L=1,410m

施行期間 施行内容
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○静間川水系河川整備基本方針（原案）　流域及び河川の概要
ページ 素　案 原　案 委員会での意見、変更理由等

静間川水系河川整備基本方針（原案）　変更箇所一覧

目次
p38 〔（４）下流域〕 （事務局修正）

p38 〔（５）感潮域〕 （前回委員会時指摘事項）

（事務局修正）
・秋季調査を反映

p39 〔（６）支川域〕 （前回委員会時指摘事項）

（事務局修正）
・秋季調査を反映

p40 〔（７）静間川における重要な種〕 （事務局修正）

3.5.1　河川及
びその周辺
の自然環境

3.5　動植物の
状況

３．静間川水系の治
水・利水・環境の概
要

　静間川水系において確認された重要種は、鳥類22種、爬虫類2
種、両生類3種、魚類6種、底生動物6種、昆虫類1種、植物群落4
箇所にのぼる（平成27年6月30日現在）。

　静間川水系において確認された重要種は、哺乳類1種、鳥類31
種、爬虫類5種、両生類6種、魚類8種、 底生動物6種、甲殻類6
種、貝類1種、昆虫類23種、 植物群落4箇所植物7種にのぼる （平
 成27年6月30日現在）。

・秋季調査、既往文献を反映
・特定植物群落については、「3.5.2　流域の自然
環境」に記載

　三瓶川合流点付近から河口までの感潮域は、川幅が広く、大き
く蛇行しながら緩やかに流れている。ワンドや干潟など多様な水
辺環境が見られ、寄州上にはまとまった規模の高木ヤナギ林やヨ
シ原が形成され、水際の砂泥堆積地にはタコノアシが生育してい
る。夏季にはオオカナダモ・コカナダモ群落が水域を広く覆う。
渡りの時期にシギ・チドリ類が干潟を利用するほか、河口に発達
した砂州はシロチドリの繁殖場となっている ほか、。河口部の広
い水面はミサゴの採餌場や、冬季には多くのカモ類やカモメ類の
休息場として利用されている。また、ヨシ原ではオオヨシキリや
オオジュリン、ヒクイナなどのヨシ原への依存性が高い鳥類が多
く見られる。水域にはスズキやボラ、マハゼなどの汽水・海水魚
のほか、アユやカマキリ（アユカケ）、ヌマチチブなどの多くの
回遊魚が生息し、サケの遡上も見られる。 正原橋付近の堤防法面
にはウマノスズクサが生育し、ジャコウアゲハの繁殖場となって
いるほか、感潮域はナゴヤサナエの羽化場となっている。

　銀山川合流点付近から三瓶川合流点付近までの下流域は、水田
の広がる平野部を流下し、流れの緩やかな平瀬区間が続く。河床
は砂～礫が主体であり、緩流部には泥の堆積も見られる。コンク
リート護岸の法肩部にはシャクやイタドリなどが生育し、寄り州
上にはヨシやツルヨシ群落が形成されている。河原にはハクセキ
レイなどが生息するほか、ヨシ原ではカヤネズミの営巣も見られ
る。また、水域にはコイやフナ類、タモロコなどの緩やかな流れ
を好む種が多く生息しており、天然アユの遡上も確認されてい
る。アユの産卵場としては三瓶川合流点から八日市橋付近までの
瀬が考えられる。

　銀山川合流点付近から三瓶川合流点付近までの下流域は、水田
の広がる平野部を流下し、流れの緩やかな平瀬区間が続く。河床
は砂～礫が主体であり、緩流部には泥の堆積も見られる。堤防法
面にはシャクやイタドリ、カナムグラなどが生育し、寄州上には
ヨシやツルヨシ群落が形成されている。河原にはハクセキレイや
イソシギなどが生息するほか、ヨシ原ではカヤネズミの営巣も見
られる。また、水域にはコカナダモ群落やエビモ群落が点在し、
コイやフナ類、タモロコなどの緩やかな流れを好む種が多く生息
しているほか、天然アユの遡上も確認されている。アユの産卵場
としては三瓶川合流点から八日市橋付近までの瀬が考えられる。

　三瓶川の源流から出口付近までの上流部はヤマセミの棲む渓流
環境を呈し、カワムツやタカハヤ、ヤマメ、オオヨシノボリが生
息している。また、三瓶ダムのさひめ湖にはミサゴが生息し、湖
畔にはアオサギがコロニーを形成しているほか、湖内にはブラッ
クバスの生息も確認されている。出口付近から菜洗橋付近までの
中流部は山地部から徐々に平地部へ移行し、オイカワやフナ類の
ほか、ゲンジボタルが多く生息する。菜洗橋付近から下流は市街
地を流れ、都市河川の様相を呈している。
　銀山川は上流部において世界遺産である石見銀山大森地区の歴
史的景観地を流れる。カワムツやオイカワなどが生息するほか、
下流から上流にかけて広くゲンジボタルが分布し、餌となるカワ
ニナも多い。
　忍原川は忍原峡大橋付近において岩盤の露出した渓流環境が見
られる。河床に砂が多く、砂底を好むシマドジョウなどが生息し
ている。渓流区間にはオシドリが留鳥として見られる。
　静間川感潮域に流れ込む笹川では、回遊魚のカマキリやオオヨ
シノボリの遡上が確認されている。

　三瓶川の源流から出口付近までの上流部はヤマセミの棲む渓流
環境を呈し、カワムツやタカハヤ、ヤマメ、オオヨシノボリが生
息している。また、三瓶ダムのさひめ湖にはミサゴが生息し、湖
畔にはアオサギがコロニーを形成しているほか、湖内にはブラッ
クバスの生息も確認されている。出口付近から菜洗橋付近までの
中流部は山地部から徐々に平地部へ移行し、オイカワやフナ類の
ほか、ゲンジボタルが多く生息する。菜洗橋付近から下流は市街
地を流れ、都市河川の様相を呈している。緩流部の水際湿地には
タコノアシが生育している。
　銀山川は上流部において世界遺産である石見銀山大森地区の歴
史的景観地を流れる。カワムツやオイカワなどが生息するほか、
下流から上流にかけて広くゲンジボタルが分布し、餌となるカワ
ニナも多い。
　忍原川は忍原峡大橋付近において岩盤の露出した渓流環境が見
られる。河床に砂が多く、砂底を好むシマドジョウなどが生息し
ている。渓流区間にはオシドリが留鳥として見られる。
　静間川感潮域に流れ込む笹川では、回遊魚のカマキリ（アユカ
ケ）やオオヨシノボリの遡上が確認されている。

・秋季調査を反映

・魚種名について、「カマキリ」は一般には伝わり
にくい。→「カマキリ（アユカケ）」に修正

・魚種名について、「カマキリ」は一般には伝わり
にくい。→「カマキリ（アユカケ）」に修正

　三瓶川合流点付近から河口までの感潮域は、川幅が広く、大き
く蛇行しながら緩やかに流れている。ワンドや干潟など多様な水
辺環境が見られ、寄州上にはまとまった規模の高木ヤナギ林やヨ
シ原が形成されている。河口に発達した砂州はシロチドリの繁殖
場となっているほか、河口部の広い水面はミサゴの採餌場や、冬
季には多くのカモ類やカモメ類の休息場として利用されている。
また、ヨシ原ではオオヨシキリやオオジュリン、ヒクイナなどの
ヨシ原への依存性が高い鳥類が多く見られる。水域にはスズキや
ボラ、マハゼなどの汽水・海水魚のほか、アユやカマキリ、ヌマ
チチブなどの多くの回遊魚が生息し、サケの遡上も見られる。正
原橋付近の堤防にはウマノスズクサが生育し、ジャコウアゲハの
繁殖場となっているほか、感潮域はナゴヤサナエの羽化場となっ
ている。
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目次
p40 表-3.6　重要種の選定根拠 （事務局修正）

p41 表-3.7　静間川流域の重要種（H27.6月末現在現地調査より） （事務局修正）
（鳥類） （哺乳類、鳥類）

p41 （事務局修正）

3.5　動植物の
状況

３．静間川水系の治
水・利水・環境の概
要

3.5.1　河川及
びその周辺
の自然環境

・秋季調査を反映

・秋季調査を反映

・環境省レッドリストについて、H27の見直しに伴
う名称変更を反映。

分類 目和名/綱和名 科和名 種和名 重要種の選定基準 備考
文化財 種の 県保護 市保全 しまね 環境省

保存法 条例 条例 RDB RL

哺乳類 ネコ目（食肉目） イタチ科 イタチ属 (NT) 文献確認
鳥類 ペリカン目 ウ科 ヒメウ EN

コウノトリ目 サギ科 チュウサギ NT
クロサギ NT

カモ目 カモ科 マガン 国天 NT NT
オシドリ NT DD

タカ目 タカ科 ミサゴ VU NT
ハチクマ CR+EN NT
オオタカ 国内 CR+EN NT
ハイタカ DD NT
サシバ CR+EN VU
クマタカ 国内 CR+EN EN

ハヤブサ科 ハヤブサ 国内 CR+EN VU
チョウゲンボウ NT

ツル目 クイナ科 ヒクイナ VU NT
チドリ目 チドリ科 シロチドリ NT VU

シギ科 ハマシギ NT NT
セイタカシギ科 セイタカシギ DD VU

フクロウ目 フクロウ科 フクロウ NT 文献確認
ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ VU

アカショウビン VU
ブッポウソウ科 ブッポウソウ CR+EN EN

スズメ目 ツバメ科 コシアカツバメ DD
サンショウクイ科 サンショウクイ DD VU
ツグミ科 ノビタキ DD
ウグイス科 コヨシキリ DD 文献確認
ヒタキ科 コサメビタキ DD
カササギヒタキ科 サンコウチョウ DD
ホオジロ科 ホオアカ NT

ノジコ NT 文献確認
クロジ DD

ムクドリ科 ホシムクドリ DD

ムクドリ科 ホシムクドリ DD
爬虫類 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ NT

スッポン科 ニホンスッポン DD
有鱗目 ナミヘビ科 ジムグリ NT 文献確認

シロマダラ NT 文献確認
ヒバカリ NT 文献確認

両生類 有尾目 サンショウウオ科 カスミサンショウウオ NT VU 文献確認
イモリ科 アカハライモリ NT

無尾目 アカガエル科 タゴガエル NT 文献確認
トノサマガエル NT

アオガエル科 モリアオガエル NT
カジカガエル NT

魚類 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ EN
コイ目 ドジョウ科 ドジョウ DD
サケ目 サケ科 ヤマメ (NT)
ダツ目 メダカ科 メダカ南日本集団（ミナミメダカ） VU
カサゴ目 カジカ科 カマキリ（アユカケ） NT VU

カジカ属 ＊ ＊ 聞き取り確認
スズキ目 ハゼ科 ルリヨシノボリ VU 聞き取り確認

オオヨシノボリ NT
甲殻類 エビ目 ヌマエビ科 ヤマトヌマエビ NT

ヒメヌマエビ NT
ミナミヌマエビ NT

テナガエビ科 ミナミテナガエビ NT
ヒラテテナガエビ NT

ベンケイガニ科 ベンケイガニ NT
貝類 マルスダレガイ目 シジミ科 マシジミ VU 文献確認
昆虫類 トンボ目（蜻蛉目） アオイトトンボ科 オツネントンボ VU 文献確認

イトトンボ科 ホソミイトトンボ NT 文献確認
ムカシトンボ科 ムカシトンボ NT 聞き取り確認
ヤンマ科 アオヤンマ NT NT 文献確認

カトリヤンマ NT 文献確認
サラサヤンマ NT 文献確認

サナエトンボ科 ヒメサナエ NT 聞き取り確認
ナゴヤサナエ VU VU 文献確認

エゾトンボ科 キイロヤマトンボ VU NT 文献確認
エゾトンボ NT 文献確認

トンボ科 マイコアカネ CR+EN 聞き取り確認
ヒメアカネ NT 文献確認
ミヤマアカネ NT

バッタ目（直翅目） キリギリス科 ハタケノウマオイ DD 文献確認
カメムシ目（半翅目） マルウンカ科 キボシマルウンカ DD 文献確認

ナガカメムシ科 ヒメマダラナガカメムシ DD 文献確認
チョウ目（鱗翅目） セセリチョウ科 ミヤマチャバネセセリ VU 文献確認

オオチャバネセセリ NT
アゲハチョウ科 ジャコウアゲハ本土亜種 VU
ジャノメチョウ科 ウラナミジャノメ本土亜種 CR+EN VU 聞き取り確認

コウチュウ目（鞘翅目） オサムシ科 オオヒョウタンゴミムシ CR+EN NT 文献確認
ミズスマシ科 オオミズスマシ NT 文献確認
ホタル科 ヒメボタル DD 文献確認

植物 双子葉植物綱 キンポウゲ科 バイカモ CR+EN 聞き取り確認
ケシ科 ナガミノツルキケマン NT
ユキノシタ科 タコノアシ VU NT
ミツガシワ科 アサザ CR+EN NT 文献確認
ゴマノハグサ科 カワヂシャ NT NT 文献確認

紅藻綱 ベニマダラ科 タンスイベニマダラ NT

カワモズク科 カワモズク属（シャントランシア期） ＊

※1　名称及び分類体系は「平成26年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（国土交通省）に準拠した。
※2　イタチ属はイタチとチョウセンイタチの識別不明であるが、イタチの場合はしまねRDB掲載種に該当。
※3　ヤマメは源流部で養殖が行われており、自然分布かは不明。
※4　カジカ属及びカワモズク属の種の多くはしまねRDB又は環境省RLの掲載種に該当するため、重要種とした。
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目次
p42 〔２段落目〕 （事務局修正）

p44 表-3.8　静間川流域の特定植物群落 （事務局修正）

p47 図-3.11(1)　正原橋地点の水質（BOD）の経年変化 （事務局修正）

p50 〔２段落目〕 （事務局修正）

３．静間川水系の治
水・利水・環境の概
要

3.5　動植物の
状況

3.5.2　流域の
自然環境

3.6　水質

　三瓶山のブナ林や神社などの社寺林に原生林もしくはそれに近
い自然林が見られ、特定植物群落に指定されているほか、近藤ヶ
浜のハマナス自生地及び物部神社の社叢は「みんなで守る郷土の
自然選定地域」として地域住民に親しまれている。

　三瓶山のブナ林や神社などの社寺林に原生林もしくはそれに近
い自然林が見られ、4箇所が特定植物群落に指定されているほ
か、近藤ヶ浜のハマナス自生地及び物部神社の社叢は「みんなで
守る郷土の自然選定地域」として地域住民に親しまれている。

「表-3.8　静間川流域の特定植物群落」で4箇所
を挙げているため、文章にも反映

５．河川管理の現状 5.3　河道内植
生

・特定植物群落に関する説明を追加

・BOD平均値、75%値は年単位（１月～12月）で
はなく年度単位（４月～３月）で集計して算定した
値であるため、横軸に「年度」を記載。
・表の値について、「１」は「1.0」と表記するのが
正しいため修正。

※図-3.11(2)についても同様の修正を実施

　特に感潮域の河道内樹木やヨシ原は、そこに生息する生物の良
好な生息環境となっているため、治水と環境の調和が図れるよう
管理に努める。

　特に感潮域の河道内樹木やヨシ原、水際湿地は、そこに生息す
る生物の良好な生息環境となっているため、治水と環境の調和が
図れるよう管理に努める。

・重要種であるタコノアシが生育する水際湿地に
ついて記載を追加

-概・7-


